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神奈川県温泉地学研究所観測だより，第 69号，2019．

■岩石標本製作プログラムに
ついて

　岩石標本というと、博物館などに

ある立派なものを想像される方が多

いかと思いますが、このプログラム

で作成する標本は、予め用意された

適当な大きさの石のサンプルを接着

剤で、シートに貼り付けるという簡

単なものです（写真 1）。シートに

は石を張り付けるスペースが用意さ

れており、石の簡単な説明や採取し

た場所を示した地図や地質図が描

かれています。プログラムの参加者

は、スクリーンに映し出されたスラ

イドを見ながら、説明者の解説を聞

き、実際にジオパーク内の各地を訪

れ、石を採取したつもりになって、

標本を作り上げていきます。このプ

ログラムは、島原半島ユネスコ世界

ジオパークの大野希一さんが考案さ

れたもので（大野、2011；2014）、

もともとは野外で実際に取ってきた

石を標本にするためのものだったそ

うですが、それを屋内でもできる形

でアレンジされたものが、上記のプ

ログラムとなっています。

　このプログラムを実施するに当た

り必要となるものは、以下の通りで

す。

・�直径数 cmに割った石（数種類）

・�石を貼り付けるシート（ラミネー

トしたもの）

・�接着剤（速乾性のもの）

・�プレゼン用のスライド

箱根ジオパークとして、初めてプロ

グラムに参加するに当たり、ジオ

パーク内から石のサンプルを集める

必要がありました。箱根ジオパーク

エリアの中には様々な石があります

が、その中から、今回は次の３つの

ことを目標にして石を選ぶことにし

ました。 

1）参加者が箱根ジオパークに遊び

にきているような気持ちになるよう

に、エリア内各地の石を選ぶこと、

2）ダイナミックなプレートの動き

や火山活動が感じられるような特徴

のある石を選ぶこと、3）単に石の

成り立ちを伝えるだけでなく、それ

がどのように私たちの生活に関わっ

ているのかなどを伝えることが大切

と考えたため、石材として利用され

てきた石を選ぶこと。 

　幸いにして、箱根火山周辺に産出

する岩石は、石材として使われてき

た歴史があり、それらをサンプルと

して用意することが出来ました。さ

らに、プレゼン用のスライドにも石

材利用の観点を盛り込む形で、紹介

することができました。なお、本稿

のタイトル『箱根ジオパークの岩石

標本を作ろう！』は、このプログラ

ムにおいて利用したプレゼン資料の

タイトルとして使用したものです。

　2018（平成 30）年 11月 10 ～ 11 日にお台場のテレコムセンタービルで行われたサイエンスアゴラ 2018 におい

て、特定非営利活動法人日本ジオパークネットワーク（以下、日本ジオパークネットワーク）から『世界に一つの岩石

標本製作―ジオパークを楽しもう！』と題した企画・出展が行われました。この企画は、2012（平成 24）年より毎年

出展されているものですが（注1）、2018 年の同企画に箱根ジオパークとして初めて参加することになりました。本稿では、

その準備過程や当日の様子などを報告します。

箱根ジオパークの岩石標本を作ろう！

道家涼介（神奈川県温泉地学研究所）・山口珠美（箱根ジオミュージアム）・
山下浩之（神奈川県立生命の星・地球博物館）・片野　忍（箱根ジオパーク推進協議会事務局）

写真 1　箱根ジオパークの岩石標本。
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■標本に使用した石

　標本には 6種類の石を使用しま

した。これ以外にも候補に挙がった

石や実際に採取した石もありました

が、最終的に以下の石を使用しまし

た。なお、地質資源保全の観点から、

岩石試料は、露頭（岩石や地層が露

出している崖など）からではなく、

可能な限りその周辺の転石を採取し、

使用しました。

1. 矢
やぐらだけ

倉岳の石（石英閃緑岩）

　矢倉岳は南足柄市の北側に位置

する標高 870mの山です（写真 2）。

周囲には、約 200 ～ 100 万年前に

海底で堆積した足柄層群が分布して

おり（青池、1999）、矢倉岳を構成

している石英閃緑岩は約 115 万年

前に足柄層群に貫入したマグマが冷

えて固まったものです（倉沢ほか、

1989）。この貫入岩体は、プレート

運動により、世界でも希にみる速さ

で隆起し、現在の標高まで持ち上げ

られました。現在の山の形（写真 2）

は、周囲の堆積岩が侵食により失わ

れて、硬い岩体が侵食されずに残っ

たものです。

　標本製作プログラムにおける説明

では、結晶が成長していることなど

から、岩石が地下の深いところで出

来たこと、それが地球の歴史から見

てとても若い時代であるのに、地表

にあることなどを紹介しました。

2. 根
ね ぶ か わ

府川石（安山岩）

　根府川石は、小田原市根府川に分

布している、箱根火山の外輪山形成

期の約 30 ～ 24 万年前に噴出した

安山岩質の溶岩（根府川溶岩）です

（長井・高橋、2008）。根府川石の

特徴として板
ばんじょうせつり

状節理（溶岩が冷えて

固まる時にできる板状の割れ目）が

発達します（写真 3）。採取したサ

ンプルにおいては、切り出した断面

写真 2　矢倉岳（南足柄市）。

写真 3　根府川石の露頭（小田原市）。

写真 4　白丁場石の露頭（湯河原町）。
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は新鮮であるのに対し、節理面は地

下水などに晒され風化している様子

が分かります。

　実際に標本製作用に準備した石は、

小さく割り新鮮な面を出しつつも、

もともとの節理面を残す形で準備し

ました。また、手のひらサイズの大

きめなサンプルも用意し、実際の節

理面の様子も観察してもらいました。

説明では、板状に割れているその割

れ目を活かして、庭園の石として利

用されていることなどを紹介しまし

た。

3. 白
しろちょうば

丁場石（デイサイト）

　白丁場石は、箱根火山の外輪山周

辺で単成火山の活動があった時期に

噴出したデイサイト質の溶岩（20

万年～ 14万年前；山下、2015）で、

湯河原町鍛冶屋に分布しています

（写真 4）。白丁場石という名前から

分かる通り、白い色が特徴的な石で

す。また、丁場という言葉は石切り

場を意味しており、白丁場石は、か

つては石材として切り出され利用さ

れていましたが、現在は採掘されて

いません。

　標本製作プロブラムにおいては、

手のひらサイズの大きめのサンプル

も観察してもらいました。説明では、

日本銀行の壁（写真 5）にも石材と

して利用されていることなどを紹介

しました。

4. 本小松石（安山岩）

　本小松石は、箱根火山の外輪山周

辺で単成火山の活動があった時期

に噴出した安山岩質の溶岩（本小

松溶岩；約 15 万年前；長井・高橋、

2008）で、真鶴町に分布しています。

本小松石は、石材として利用されて

おり、現在も採掘がおこなわれてい

ます（写真 6）。

　実際の標本製作用の石は、本小松

石を採取している有限会社芦澤石材

写真 5　日本銀行。外壁に白丁場石が使われている。

写真 6　本小松石の採石場（真鶴町）。

写真 7　真鶴町の案内板。土台の石に本小松石が使われている。
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より提供して頂いたものを使用しま

した。提供頂いたものは、庭やお墓

の敷石として使用されているもので、

円磨されたものです。説明では、他

の石と同様に石材として利用されて

いることを紹介しました。特に、真

鶴町では看板の土台などにも利用さ

れており身近な石となっていること

（写真 7）、かつては江戸城の石垣に

も利用されたことなどを紹介しまし

た。

5. 東京軽石

　東京軽石は、箱根火山で最大規

模の噴火があった約 6万 6 千年前

に噴出した軽石です（笠間・山下、

2008；笠間、2009）。この噴火の

規模はとても大きく、東京軽石を含

む地層は、関東一円に広く分布して

います。また同時期に流れた火砕流

は、箱根火山から横浜まで到達する

ほどの規模がありました。

　標本製作用の石として用意したの

は、箱根ジオパークのエリア外です

が、大井町の露頭から採取したもの

です（写真 8）。また、箱根火山か

ら噴出したのに東京軽石と呼ばれる

のは、東京まで軽石が飛ぶほどの規

模の噴火がかつてはあったから等の

説明をしました。

6. 中央火口丘の石（主に安山岩）

　中央火口丘の石として、約 4万

年前以降の後期中央火口丘（長井・

高橋、2008）の石を用意しました。

中央火口丘が位置する箱根町のエリ

アは、富士箱根伊豆国立公園内に当

たるため岩石試料の採取は厳しく制

限されています。したがって、今回

使用した岩石試料は、国立公園の指

定区域外にあたる、早川の下流の

川原で転石として分布しているも

のを採取しました。異なる年代・火

山の石が含まれているため中央火口

丘の石として、一括りにしていま

写真 8　東京軽石層の露頭（大井町）。

写真 9　サポーター講座にて、中央火口丘の石を採取している様子。

写真 10　元箱根石仏群（箱根町）。中央火口丘の溶岩を削り石仏が彫られ
ている。
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図 1　岩石標本シート（表面）。実際は A4サイズに印刷したものを使用した。

す。岩石試料の採取は、2018（平

成 30）年 10月 21 日に行われた箱

根ジオパークサポーター講座の一環

として、参加者の方と一緒に行いま

した（写真 9）。

　説明においては、中央火口丘の石

の利用のされ方として、箱根町元箱

根にある石仏群（写真 10）を紹介

しました。

■石を貼り付けるシートの作
成
　標本シートの表面には、石を貼り

付けるための枠を用意し、そのサン

プルの採取地点を示した地質図も示

しました（図 1）。貼り付け用の枠

には、簡単な石の説明を記しまし

た。表面は、標本製作プログラムの

間、参加者がずっと見ている面なの

で、ここでの説明は子供でも分かる

ようにあまり難しくなりすぎないよ

う、その石がどの様に利用されてい

るかを中心に記述しました。

　一方、裏面は、詳しく知りたい人

が家に帰ってから読むことを想定し

て、詳しい説明を記述しました（図

2）。子供の場合は保護者と読むこ

とを想定して作成しました。記述し

た内容は、箱根ジオパークの概要、

矢倉岳の説明、箱根火山の成り立ち

です。箱根火山はいくつかの活動ス

テージ（年代）に分かれますが、そ

れぞれの石がどの年代のどの辺りで

形成されたかが分かるように、表面

の石の番号と対応させて示しました。

なお、著者のうち山口が表面を、道

家が裏面を担当し、作成しました。

　表面、裏面を合わせて両面印刷し

た後、ラミネートしたものをシート

として使用しました。表面について

は 2018（平成 30）年 10 月 21 日

に行われた箱根ジオパークサポー

ター講座でも使用し、そこでの改善

点などを踏まえ最終的に図 1のも

のになりました。

■当日の様子

　サイエンスアゴラ 2018 の当日は、

日本ジオパークネットワーク加盟地

域から箱根ジオパークを含め８つの

地域が参加しました。箱根ジオパー

ク以外で参加したのは、ゆざわ（秋

田県）、栗駒山麓（宮城県）、銚子（千

葉県）、Mine 秋吉台（山口県）、四

国西予（愛媛県）、おおいた豊後大

野（大分県）、天草（熊本県）の各

ジオパークでした。出展ブースでは、

２つのスクリーンが用意され、2地

域ずつ 40分間の岩石標本製作プロ
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グラムを行いました。1回の参加者

は最大で 10 人× 2地域の 20 人で、

2日間で 14回実施し、延べ 250 人

以上の方が参加しました。

　箱根ジオパークの担当回は、各日

とも 2回ずつで計 4回実施し、合

計で 35人の方が参加してくれまし

た。著者の内、山口が初日の説明を、

道家が 2日目の説明を担当しまし

た。プログラムの中では、スライド

資料を用いて、岩石を採取した場所

の写真を見せたり、その周辺の見ど

ころを紹介したりしながら、順番に

石をシートに貼っていってもらいま

した（写真 11）。また、シートに貼

るサイズの石の他に、大きめのサン

プルも持ち込み、それを参加者に回

して、石の見た目だけでなく、重さ

や手触りなども体験してもらいまし

た。子供から大人まで幅広い年代の

方に参加して頂き、中には、親子で

訪れてそれぞれ別の地域の岩石標本

を作製して持ち帰られる方もいまし

た。また、過去のイベントからのリ

ピーターの子供も多く、全ての地域

の岩石標本をコンプリートするため、

新しく参加した箱根ジオパークの岩

石標本製作プログラムに参加してく

れた子もいました。

　また箱根ジオパークとしては初め

ての参加だったため、他のジオパー

クがどのような標本を用意して、ど

の様な説明をされているかもとても

参考になりました。例えばいくつか

のジオパークでは岩石の代わりに、

化石のレプリカを用意して、それを

シートに貼るような標本もありまし

た。

■反省点と今後に向けて

　標本に使用した石を見て、既にお

気づきの方もいるかもしれませんが、

今回使用した石は全て火成岩（マグ

マが冷えて固まった岩石）でした。

矢倉岳の石は地下深いところで冷え

て固まった深成岩ですが、それ以外

は全て、箱根の噴火により噴出した

火山岩でした。同じ火山岩でもそれ

ぞれ特徴があり、石材として利用さ

れてきた経緯などがありますが、標

本としては少しバラエティーに欠け

るような印象を持たれる方もいるか

もしれません。箱根ジオパークのエ

リア内には堆積岩（足柄層群）も分

布しています。当初は、この堆積岩

を標本に使用することも考えました

が、地層の年代が若く、岩石が脆い

ことから、最終的に候補から外れて

図 2　岩石標本シート（裏面）。実際は A4サイズに印刷したものを使用した。
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しまいました。一方で、他のジオパー

クでは、化石のレプリカを用意して

それを貼るということもされていま

した。南足柄市にあるジオサイトの

蛤
はまぐり

沢では、その名の通り、貝の化

石が足柄層群中に産出します。こう

した化石のレプリカを利用すること

を検討しても良いかもしれません。

実際に、南足柄市のジオガイドさん

は、その活動の中で、化石のレプリ

カ作りを地元の子供たちに教えると

いうことをされており、そうしたノ

ウハウも今後の標本製作に役立つか

もしれません。

　もう一つ反省点と感じた点は、矢

倉岳の説明です。箱根の溶岩などは

石材として利用されてきたことなど

を紹介する一方で、矢倉岳の石英閃

緑岩については、その成り立ちの説

明に終始してしまっていました。も

ちろんそれは興味深いことではある

のですが、一つ目の石の説明として

は少し難しかったかもしれません。

その点でも、足柄層群の化石はあっ

た方が良いと感じました。化石は子

供に人気があり、興味を引く対象に

なります。初めは貝がいる様な海

だったのに、そこに箱根火山が出来

てきたという成り立ちの説明にもつ

なげることが出来るかもしれません。

　この岩石標本製作プログラムは、

地域の子供達が岩石や箱根火山を学

ぶ、教育のプログラムとして活用で

きる可能性があります。また、本物

の岩石試料が持つ質感は、他では絶

対に再現できないものです。地球の

長い歴史の中で形成されてきた岩石

が現在の地表に露出し、それに触れ

られることは、子供たちにとって貴

重な体験となるはずです。岩石標本

の作製を通して、地質資源の保全の

大切さを訴えていくことも重要な課

題として挙げられます。加えて、シー

トや完成品の見栄えなど、子供たち

が箱根ジオパークの標本製作プログ

ラムに参加したくなるような魅力的

な標本にしていくことも必要です。

こうした点を改善しつつ、より良い

ワークショップのプログラムにして

いく必要があると感じました。

■謝辞

　岩石標本製作プログラムの準備過

程においては、島原半島ユネスコ世

界ジオパークの大野希一さんよりご

助言を頂きました。また、本原稿の

粗稿を読んで頂き、貴重なコメント

を頂きました。岩石試料の収集にお

いては一寸木肇さんと白石久司さん

写真 11　サイエンスアゴラ 2018 の当日の様子。
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（矢倉岳の石、東京軽石）、有限会社

芦澤石材（本小松石）およびサポー

ター講座参加者の皆さん（中央火口

丘の石）にお世話になりました。神

奈川県県西地域県政総合センター商

工観光課の中村優里さんには、サイ

エンスアゴラ 2018 の当日の補助を

して頂きました。サイエンスアゴ

ラ 2018 に出展した日本ジオパーク

ネットワーク加盟の各地域の皆さん

には、当日の運営などのサポートを

頂きました。また、当日の様子の写

真は、各地域の皆さんが撮影された

ものを使わせて頂きました。ここに

記して感謝いたします。
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（注 1）

当初は島原半島世界ジオパークとし

て出展しており、2016（平成 28）

年より日本ジオパークネットワーク

主催で出展するようになった。


